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１．組織の概要
　

１）事業所名及び代表者名

２）所在地

本社ヤード

北ヤード

第二ヤード

３）環境管理者氏名及び担当者連絡先

４）事業の活動内容

５）事業の規模

活動規模 　単　位 2019年 2020年 2021年 2022年

取扱量 トン 35,171 35,026 37,305 33,144

売上 百万円 4,618 4,239 7,538 8,046

従業員 人 13 13 13 12

床面積 ｍ2 132 132 132 132

敷地面積 ｍ2 7,467 7,467 7,467 7,467

６）その他情報（産業廃棄物事業者は必須）

設立年月日

資本金

組織図

ア 許可の内容（許可番号、許可年月日、許可の有効期限、事業概要、事業の範囲）

非鉄金属の買取りと卸売

金属屑商　　　　　　　第452760600172号　　許可年月日　平成６年６月２１日

イ 施設等の状況

ウ 処理工程

２．対象範囲

全組織、全活動、全従業員

会計〆月 12月

活動期間 2022年1月～12月

レポートの発行日

環境管理責任者　髙橋　亮
　　　　　　　　　　　　042-778-3911

活動期間　2022年1月～2022年12月

株式会社　エイワメタル
代表取締役 赤松　祐治

神奈川県相模原市中央区田名　8500番地

神奈川県相模原市中央区田名  8497番地

  神奈川県相模原市中央区田名塩田  3-1-4

2023年  4月 15 日
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非鉄金属屑の卸売

平成４年　１２月

７,０００万円

添付体制表参照

古物商許可証番号  第452760400003号　　許可年月日　平成４年１月１０日

トラック(8台)・フークリフト(12台)・ショベルローダー(2台)
ユンボ(3台)・ベーラマシン(1基)・トラックスケール(2基)
放射線検出器(２基)
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３．実施体制

役割・責任・権限

代表者

１．経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
２．環境経営に関する方針（環境経営方針）を定め、誓約、全従業員に周知する
３．実施体制を構築し、役割、責任及び権限を定め全従業員に周知する
４．環境経営に必要な資源（人・もの・資金・情報）の用意する
５．環境経営全体の取組状況を評価し、総括的見直し、必要な指示を行う

環境管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

環境管理副責任者

１．環境管理責任者の補佐
２.環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

EA21事務局

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境目標、環境活動計画書原案の作成
４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

部門責任者

１．自部門における環境経営システムの実施、環境方針の周知、従業員に対する教育
　　訓練の実施、自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
２．自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
３．特定された項目の手順書作成及び運用管理
４．自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練を実施、
　　記録の作成
５．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

従業員 １．環境方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。

実施体制及び責任･権限表

代表者
渡邉 孝明

環境管理副責任者
尾﨑 礼應

ヤード責任者
小針 文夫

実施体制及び責任･権限表

代表者
赤松 祐治

ＥＡ２１事務局
飯田 美穂

運行責任者
長谷川 修

品質責任者
穂園 博昭

環境管理責任者
高橋 亮
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令和 5 年 4月 15日

　株式会社　エイワメタル

　代表取締役　赤松 祐治

４.環境経営方針

環境経営方針

【理念】

次に続く世代の為に限りある資源を大切にするこれが我社の使命です。

金属リサイクルを通して、資源の有効活用と保護を図ると共に、CO2排出量の

削減及び環境負荷の低減を図ることにより、非鉄金属リサイクルのパイオニア

として持続可能な社会の実現に努めます。

【方針】

１)事業活動としての金属リサイクルに於いて、環境に与える影響を的確に把握し、

　 環境目標と環境活動計画を定め、それを実行すると共に定期的に見直しを行い、

　 環境保全活動の持続的改善・向上を図ります。

２)環境保全に関する法令等及び受け入れを決めたその他の要求事項を遵守します。

３)保全活動を推進する為、全ての組織及び従業員が活動出来る環境管理組織を

　 整備します。

４)事業活動の中で、特に以下の項目について優先的に推進します。

　 ①車両等の保守点検・整備とエコドライブを行い化石燃料使用を削減し、又節電を

      図り CO２排出量の削減に努めます。

　 ②水の使用量を出来る限り抑え、排水量を削減します。

　 ③事務用品等のグリーン購入を積極的に行います。

　 ④社会福祉協議会や福祉施設との取引を積極的にすることにより、社会貢献に

　 　 努めます。

　 ⑤リサイクルを推進し、廃棄物の排出を抑えます。

５)環境教育を実施し全社員の環境に関する意識向上を図ります。

６)環境活動レポートを公表し、取引先の理解と協力を要請します。



５．環境経営目標

2016年・2017年平均

基準値

（基準年度:16年17年平均年度） 2020 2021 2022

電力使用量 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4.5 ％削減

60,896 0.496

kWh／年 （東電）

ガソリン 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4.5 ％削減

4,993 2.32

<L／年>

軽油　 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4.5 ％削減

127,176 2.58

　<L／年>

LPG 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4.5 ％削減

106.0 3.00

<kg／年>

370,220

kg-CO2／年

紙屑 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4.5 ％削減

8,235

kg／年

木くず 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4.5 ％削減

10,490

kg／年

水道使用量 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4.5 ％削減

100

㎥／年

基準値に対し ％向上 基準値に対し ％向上 基準値に対し ％向上

データなし

ｋｍ/L

基準値に対し 3 ％向上 基準値に対し 4 ％向上 基準値に対し 4.5 ％向上

56

％

※2020年～2022年の3年間の目標設定は、2016年・2017年の基準年を元に設定

355,411 353,560

1
二酸化炭
素排出量
の削減

2）化石燃料
使用量
の削減

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

103 102 101

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

L／年以下 L／年以下

7,988

2
廃棄物排
出量の削

減

1）廃棄物
排出量
の削減

1）電力使用
量の削減

CO2総量計

（kg-CO2）

359,114

7,906 7,864

L／年以下

123,361 122,089 121,453

59,069 58,460 58,156

kWh／年以下 kWh／年以下 kWh／年以下

4,843 4,793 4,768

L／年以下 L／年以下 L／年以下

環境経営目標

Ｎｏ
CO2

換算係数

年　度　目　標

年度 年度 年度

環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

3 水使用量の削減

㎥／年以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

97.0 96.0 95.5

3.5

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

2）廃棄物
排出量
の削減

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

3.5

10,175 10,070 10,018

4

※二酸化炭素排出係数は2014年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.496kg-CO2/kWhを適用した。

4

製品の環
境性能の
向上及び
サービス
の改善

1）燃費の向上

％以上 ％以上 ％以上

2）リサイクル
率の向上

57.7 58.2 58.5

％以上 ％以上 ％以上

3.5



6．環境経営目標の実績

基準値に対し 4.5 ％削減

60,896 0.496

kWh／年 （東電）

ガソリン 基準値に対し 4.5 ％削減

4,993 2.32

L／年

軽油 基準値に対し 4.5 ％削減

127,176 2.58

L／年

LPG 基準値に対し 4.5 ％削減

106 3.00

ｋｇ／年

370,220

kg-CO3／年

紙屑 基準値に対し 4.5 ％削減

8,235.0

kg／年

木くず 基準値に対し 4.5 ％削減

10,490

kg／年

基準値に対し 4.5 ％削減

100

㎥／年

基準値に対し ％向上

データーなし

ｋｍ/L

基準値に対し 4.5 ％向上

56

％

3 水使用量の削減

2022年度1月～12月

55,217

4,768 4,524

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

1）電力使用
量の削減

121,453.1 111,031

96 95

2
廃棄物排
出量の削

減

1）廃棄物
排出量
の削減

2）廃棄物
排出量
の削減

10,018

1
二酸化炭
素排出量
の削減

2）化石燃料
使用量
の削減

101

kg-CO2／年

CO2
換算係数

2022年度

目　標 実　績 評　価

○

kWh／年以下 kWh／年

58,156

2）リサイクル
率の向上

3.5 2.8 ×

CO2総量計

（kg-CO2）

353,560 320,195 ○

kg-CO2／年以下

7,864 12,180 ×

kg／年以下 kg／年

○

L／年以下 L／年

○

L／年以下 L／年

111 ×

ｋｇ／年以下 ｋｇ／年

○

㎥／年以下 ㎥／年

5,610 ○

kg／年以上 kg／年

（基準年）
16年17年

平均

5

※二酸化炭素排出係数は2014年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.496kg-CO2/kWhを適用した。

58.5 99.995 ○

％以下 ％

ｋｍ/L年以上 ｋｍ/L/年
5

製品の環
境性能の
向上及び
サービス
の改善

1）燃費の向上



エコドライブの励行 ×
各自に燃費計算を行いエコドライブを徹底
し、ドライバーの意識の向上をめざす。

単純燃焼の物減らし資源リサイクルやサー
マルリサイクルを心がける。

○

ダンボールでの仕入が少なくなってフレコン
での仕入に変わったが、フレコンも木パレッ
トと同様に固形燃料にリサイクルされてい
る。

△一部未実施　　☓予定実施できず

木パレットの使用を控え、新たにフレコンで
の仕入をするようになった。引取先・最終処
分がどのようになっているか、把握できてい
る。
木くずについては大幅に削減できた。
紙くずの削減をさらに推進していきたい。

　　　　　　　　　　　　  （木くず）

○

6

３水の使用
量の削減

洗車等する際は、こまめに水を止める。
常に節水を心がける。

社員の意識が向上し対策を徹底することで
目標を達成することが出来た。
次年度以降も引続き節水に努めていく。

６製品及び
サービスに
関する項目

燃費の向上

リサイクル率の向上

水使用量の削減 ○

○予定通り実施

目　      的 計画した施策

７．活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

２廃棄物の
削減

　産業廃棄物　　　　（紙くず）

自社から出る排出量と、廃棄物処理業者
に委託した後どのように処分されてるか
を、しっかりと把握する。

①電気使用量の削減

②プロパンの使用量の削減

③ガソリン使用量の削減

④軽油使用量の削減

エコを心がけて、お湯を使いすぎないよう
にする。

急発進・急ブレーキをせず、常にエコドライ
ブを心がける。
アイドリングストップを心がける。

急発進・急ブレーキをせず、常にエコドライ
ブを心がける。アイドリングストップを心が
ける。
使わない時は、重機のエンジンを止める。

施策に対する取り組み評価と
次年度の取組内容

１二酸化
炭素排
出量の
削減

使わない場所の照明は使うとき以外は消し
ておく。
エアコンの温度設定は夏場28度・冬場20
度に設定し、扇風機などで室内の空気を循
環させ、消費電力を抑える。

電気代の急騰もあり、これまで以上に常に
節電を心掛けた事や社員の意識向上もあっ
て目標数値より削減できた。
次年度も電気代の高騰は続くと思われるの
で節電を心がけルだけでなく、消費電力を
抑える設備投資なども検討したい。

⑤二酸化炭素総排出量の削減

目標未達であるものの使用目的が限定的
なため最低限の使用量と思われる。
今後も使いすぎないように心掛けていきた
い。

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、必
要以上に取引先への来訪をせず、且つエコ
ドライブを励行した。
次年度も同様に削減したい。

ドライバー各自が目標を意識できた。
次年度も引続き達成出来るよう努力してい
く。

使わないプラグを抜き待機電力を削減。
省エネ製品を選んで購入する。冷暖房の
使用を2割減らす。

全社員それぞれの意識が高まり行動に移
せたことが結果に繋がった。今後の目標達
成のためには機器や設備の省エネ化なども
検討したい。

評価

○

△

○

○

○



適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

適用環境関連法規等 遵守確認

廃棄物処理法 ○

自動車リサイクル法 ○

フロン排出抑制法 ○

下水道法 ○

条例 ○

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり

ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

９．代表者による全体評価と見直しの結果

８．環境関連法規等の遵守状況の確認
　　　　　　　　　　及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

7

適用される事項（施設、物質、事業活動等）

一般廃棄物、産業廃棄物適正管理

自動車（廃棄時）

相模原市廃棄物の減量化・資源化及び適正処理の推進

電力に関して本年度も順調に削減目標をクリアできた。弊社における二酸化
炭素排出量の大きな要因である軽油使用量の削減目標を達成できたことは
大きい。
2023年度から2025年度中・長期目標値は、2022年度を基準とし、全社員が
目標達成のための環境活動を実行し、積極的な活動及び改善を行うよう促
します。

業務用エアコン適正管理

油水分離槽の適正管理



10．次年度以降の中長期環境経営目標

基準値

（基準年度:2022年度） 2023 2024 2025

電力使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減

55,217 0.496

kWh／年 （東電）

ガソリン 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減

4,524 2.32

<L／年>

軽油　 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減

111,031 2.58

　<L／年>

LPG 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減

111 3.00

<kg／年>

320,195

kg-CO2／年

紙屑 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減

12,180

kg／年

木くず 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％向上

5,610

kg／年

廃プラスチック 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％向上

80,455

kg／年

水道使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

95.0

㎥／年

基準値に対し 1 ％向上 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 2.5 ％向上

2.80

ｋｍ/L

基準値に対し ％向上 基準値に対し ％向上 基準値に対し ％向上

99.995

％

1

1）電力使用
量の削減

2
廃棄物の

削減

8

12,058 11,936

※※二酸化炭素排出係数は2014年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.496kg-CO2/kWhを適
用した。

100.00 100.00 100.00

％ ％ ％

4

2.87

km/L以下 km/L以下 km/L以下

二酸化炭
素排出量
の削減

54,665 54,113

4,479

kg／年以下

4,434

L／年以下 L／年以下

109,921 108,810

93.1

㎥／年以下

2）リサイク
ル率の向上

3 水使用量の削減 94.1 93.1

2.86

㎥／年以下 ㎥／年以下

製品の環
境性能の
向上及び
サービス
の改善

1）燃費の向
上

2.83

廃棄物
排出量
の削減

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

5,470

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

5,554 5,498

CO2総量計

（kg-CO2）

316,993 313,791 312,190

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

2）化石燃料
使用量
の削減

4,411

L／年以下

108,255

L／年以下

108

kg／年以下 kg／年以下

L／年以下 L／年以下

110 109

環　境　経　営　目　標

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

CO2
換算係

数

年　度　目　標

年度 年度 年度

53,837

kWh／年以下 kWh／年以下 kWh／年以下

79,650 78,846 78,444

11,876

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下


